
平
成
25

年
11

月
24

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
第
３
回
大

樟
会
東
播
磨
支
部
の
平

成
25
年
度
総
会
を
大
阪

経
済
大
学
同
窓
会
館
７

Ｆ
で
開
催
。
終
了
後
、

懇
親
会
を
大
広
間
で

開
催
し
、
昔
話
に
花

が
咲
き
、
旧
交
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
総
会
の
前
に

は
、
大
樟
会
本
部
事

務
局
次
長
の
梶
村
さ

ん
の
案
内
で
現
キ
ャ

ン
パ
ス
を
見
学
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
年

代
の
方
が
学
ん

だ
校
舎
・
体
育

館
は
、
す
で
に
す
べ
て

改
築
さ
れ
て
い
て
、
少

子
化
の
大
学
サ
バ
イ
バ

ル
の
た
め
に
競
争
は
激

し
い
と
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
反
面
、
学
び

舎
が
す
べ
て
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
寂
し
さ
も

感
じ
ま
し
た
。
「
一
か

所
く
ら
い
ど
こ
か
保
存

し
て
欲
し
い
な
あ
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

吉
原

貞
夫

さ
ん

（
28
回
卒
）
談
「
５
０

年
振
り
で
感
激
！
」

総
会
は
、
24
回
卒
業

の
前
田
相
談
役
を
筆
頭

に
、
14
名
と
残
念
な
が

ら
少
な
い
参
加
人
数
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
活
動
報
告
、

会
計
報
告
と
監
査
報
告
、

平
成
25
年
度
活
動
計
画

案
や
活
動
方
針
が
承
認

さ
れ
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

総
会
の
議
題
第
４
号

議
案
の
中
で
、
平
成
23

年
の
東
播
磨
支
部
再
建

に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
西
川
嘉
紀
支

部
長
が
辞
任
し
、
新
支

部
長
に
山
本
憲
章
事
務

局
長
が
就
任
し
、
新
支

部
長
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
西
川
嘉
紀
支

部
長
は
、
任
期
２
年
で

辞
意
を
表
明
し
、
役
員

一
同
慰
留
に
努
め
ま
し

た
が
、
ご
本
人
の
意
思

は
固
く
、
役
員
間
で
相

談
の
結
果
、
山
本
事
務

局
長
に
新
支
部
長
と
し

て
、
推
薦
し
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
山
本
新
支
部

長
の
下
、
東
播
磨
支
部

の
活
動
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
興
後
３
回
目
の
支
部

総
会
は
、
大
学
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
西

川
支
部
長
よ
り
バ
ト
ン

を
渡
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
役
員
の
方
々
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
支

部
運
営
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も

東
播
磨
支
部
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
た
し
ま
す
。

大
樟
会
東
播
磨
支
部
再

興
に
際
し
、
た
く
さ
ん

の
方
に
尽
力
を
し
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
何
と
か
再
興

を
果
た
し
、
今
後
は
、

役
員
と
し
て
東
播
磨
支

部
の
発
展
に
寄
与
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
山

本
支
部
長
の
下
「
チ
ー

ム
東
播
磨
」
と
し
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
４
回
総
会
開
催
予
定

平
成
26

年
10

月
26

日

（
日
）

た
く
さ
ん
の
会
員
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

定
例
役
員
会
開
催
予
定

・
３
月
22
日
（
土
）

・
６
月
21
日
（
土
）

・
８
月
23
日
（
土
）

・
９
月
20
日
（
土
）

第１号 大樟会東播磨支部新聞 平成２６年３月２２日

発行所

大阪経済大学

同総会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

山本憲章

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

再建３年目支部総会を大学で開催

総
会
終
了
後
、
懇
親
会

の
間
に
、
人
間
科
学
部

特
任
教
授
の
中
尾
美
喜

夫
先
生
に
、
「
健
康
と

運
動
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
講
義
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
総
会

参
加
者
の
方
々
の
老
後

の
暮
ら
し
方
に
対
す
る

運
動
に
対
し
て
ご
提
案

が
あ
り
、
有
難
く
拝
聴

し
ま
し
た
。

「
有
酸
素
運
動
」
の

必
要
性
、
持
久
力
（
酸

素
摂
取
量
）
と
糖
尿
病

の
関
係
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
骨
密
度
に
及
ぼ
す

影
響
、
運
動
と
認
知
症

の
相
関
関
係
な
ど
を
説

明
さ
れ
、
運
動
の
必
要

性
を
熱
心
に
勧
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
最
近
、

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
（
運
動
器

障
害
の
た
め
要
介
護
に

な
る
症
状
）
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
無

酸
素
運
動
）
の
有
効
性

を
説
い
て
い
ま
し
た
。

卒
業
以
来
初
め
て
訪
問
の
方
、
大
感
激
！

東
播
磨
支
部

平
成
25
年
度
活
動
計
画

第
３
回
総
会
懇
親
会
参
加
記
念

人
間
科
学
部
特
任
教
授
「
中
尾
美
喜
夫
」
先
生
特
別
講
義

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
一
号
は
、
東
播
磨

支
部
副
会
長
の
宮
﨑

（
43
回
卒
業
）
が
グ
ル

メ
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

加
古
川
市
廉
売
市
場

東
隣
り
に
あ
る
「
卵
か

け
ご
飯
専
門
店
」
『
加

古
川
農
家
食
堂
』
を
紹

介
し
ま
す
。

加
古
川
で
全
国
的
に

有
名
な
卵
農
家
「
オ
ク

ノ
」
が
直
接
経
営
し
て

い
る
お
店
で
、
卵
か
け

ご
飯
定
食
が
￥
５
０
０

と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。

是
非
一
度
ご
賞
味
を
！

東
播
磨
支
部
長
交
代
す
る

「
西
川
嘉
紀
」
氏
か
ら
「
山
本
憲
章
」
氏
へ

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
一
号
は
、
「
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

西
川
前
支
部
長

退
任
あ
い
さ
つ

山
本
新
支
部
長

就
任
あ
い
さ
つ


